
対策項目 準備期 初動期 対応期

①実施体制 対策本部体制の整備、県行動計画の作成 県対策本部、地域対策本部の設置 危機管理体制の強化、本部要員の確保

②情報収集・分析 ＷＨＯや国からの情報収集 情報収集・分析に基づくリスク評価 リスク評価に基づく感染対策の見直し

③サーベイランス 感染症サーベイランスシステム実施体制の整備 患者全数把握の開始 全数把握中止、定点把握への変更

④情報提供・共有、

リスクコミュニケーション
県民、事業所等への対策周知、啓発 コールセンターの設置

SNSやコールセンター等を通じたリスクコミュニケーション

偏見・差別、偽・誤情報への対応

⑤水際対策 水際対策に係る連携体制の整備 入国制限の広報 流行状況に応じた水際対策の強化、緩和

⑥まん延防止 対策強化の理解促進 患者や濃厚接触者への対応確認 まん延防止等重点措置、緊急事態措置の要請・対策

⑦ワクチン 予防接種体制の整備 接種会場や従事者の確保 特定接種、住民接種の実施

⑧医療 医療措置協定、宿泊施設確保措置協定の締結 相談センターの整備 協定締結医療機関等への医療提供要請

⑨治療薬・治療法 抗インフル薬の備蓄 抗インフル薬の確保・適正使用周知 抗インフル薬放出の検討

⑩検査 検査措置協定の締結 PCR等の検査方法の情報提供 協定締結医療機関等での検査体制の拡充

⑪保健 業務継続計画（ＢＣＰ）の策定 感染症有事体制への移行準備 入院勧告・措置及び入院、自宅・宿泊療養の調整

⑫物資 感染症対策物資の備蓄 感染症対策物資の需給確認、備蓄物資の配布 物資の売渡要請

⑬県民生活及び県民
経済の安定の確保

生活関連物資の備蓄勧奨
業務継続計画（ＢＣＰ）策定の勧奨、支援

生活関連物資等の安定供給に関する周知 生活関連物資等の安定供給に関する要請

第１部 特措法と県行動計画

第２部 対策実施に関する基本的な方針

第１章 特措法の意義等・・・平時からの備えと発生・まん延時の措置
第２章 県行動計画の作成と危機管理対応・・・政府行動計画の改定との整合性等

第３部 各対策項目の考え方及び取組

改定の目的等
新型コロナ対応の経験を踏まえ、新型インフルエンザや新型コロナ以外も含めた
幅広い感染症危機に対応できるよう改定

第１章 対策の目的及び実施に関する基本的な考え方等 … 県民の生命、健康の保護、県民生活および県民経済に及ぼす影響の最小化等
第２章 対策項目と横断的視点 … 対策ごとの基本理念等、複数の対策に共通する横断的視点（人材育成・国、県、市町村連携、DX）からの取組
第３章 県行動計画の実効性を確保するための取組等 … 実践的な訓練実施、定期的なフォローアップ、市町村計画策定支援等

13の対策項目の準備期・初動期・対応期における取組 ※現計画項目から ②④は分割拡充、⑤⑦⑨⑩⑪⑫は追加

大分県新型インフルエンザ等対策行動計画の改定版の策定について


